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□ごあいさつ

　環境保全への行動指針

１ ． アイドリングストップ等省エネルギーに努め、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２ ． 廃棄物の分別に努め、建設副産物のリサイクル率向上に努めます。

３ ． 無駄な電気使用量を減らし、休憩時の消灯等電力使用量の削減に努めます。

４ ． 本社、支店の冷房、暖房の温度設定を環境省指定の数値に設定します。

５ ． 顧客及び地域に対して省エネ、省資源対策の製品、工法及び工夫を提案します。

６ ． 節水に心掛け、水道水を大切に取り扱います。

７ ． 地域の自然環境保全活動に積極的に参加します。

８ ． 社長以下、従業員一同道路上のポイ捨て塵（廃プラ等）を積極的に拾います。

9 ． 環境経営の継続的改善を誓約します。

2024年6月14日

制定日： 2022年10月1日

改定日：

　　野村建設株式会社は昭和30年12月に建設業を営み始めてから創業68年となりました。
私たちは上伊那郡飯島町にて土木・建築・舗装工事を営む建設会社です。近年では環境事業とし
て再生可能エネルギー事業（太陽光発電）を展開しています。
令和3年1月には長野県ＳＤＧｓ推進企業に登録し、ＳＤＧｓの基本理念を共有しながら持続可
能な地域社会の形成を目指して事業の活動と地域社会への貢献を継続して参ります。会社のある
南信地区は、アルプスの山々に囲まれた自然豊かな場所で、澄んだ空気と四季折々の景色が楽し
めます。この環境を次世代に繋ぐためにも事業の継続を通じて地域貢献や社員の働きがいへの動
機を高め、飯島町周辺の環境保全を目指していきます。

環 境 経 営 方 針

　経営理念「ひとづくり　まちづくり」の元、地域の環境を自主的、積極
的に大切にするひとを育て環境保全を通じて持続可能なまちづくりに取り
組みます。社長以下、従業員一丸となり継続的に環境改善運動に取り組ん
でまいります。

代表取締役
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（１） 名称及び代表者名
野村建設株式会社
代表取締役　野村　肇

（２） 所在地
本社・管理センター 長野県上伊那郡飯島町飯島829番地5
駒ヶ根支店 長野県駒ヶ根市赤穂3333番地1
資材置き場 長野県上伊那郡飯島町飯島152番地8

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 顧問 今堀　雷三 TEL：0265-86-2010
担当者 顧問 今堀　雷三 TEL：0265-86-2010

（４） 事業内容

（５） 事業の規模
売上高 万円 （2021年度）

従業員　　　　　名 名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 野村建設株式会社
対象事業所： 本社・管理センター

駒ヶ根支店
資材置き場

対象外： なし
活動： 総合建設業

□事業の紹介

合計

組 織 の 概 要

本社・管理センター 駒ヶ根支店 資材置き場

総合建設業（土木、建築）

312 184 606

77,660

16 22
1,102

6 0
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更新日：

代表者

社長　野村　肇

内部監査員

 環境管理責任者

環境事務局

本社全景

三島陽子

環境経営組織及び役割・責任・権限

2024年6月14日

環境委員会

顧問　今堀雷三

顧問　今堀雷三

総務部 工事

現場

土木部 工事

現場
駒ヶ根支店

建築部

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境活動実績の確認・評価

環境に関する内部監査の実施

代表者への報告

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務

局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最

新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育

訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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kg-CO2

㎏
㎏
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

※2021年度のデータは期初から期の途中まで

※負荷の実績は工事現場を含む

単位：t-CO2

✕
✕

✕
✕
✕

✕
✕
✕

✕
✕

✕
✕

〇
〇

〇

〇
✕

適正管理 適正管理 適正管理 適正管理〇

91,355 118,278

1,599,746

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

13,716 13,576

2030年

売上高原単位

2,969 5,369

74,784

98%

2,999
2,999

11,901 11,782 15,185

98%

163

0.016
5,369

162

97,724

275

83,812
98%

76,366 75,602 97,724

33,805

99% 114%

一般廃棄物の削減
kg

68,302

2021年
% 80%建設副産物の再資源化率

の向上
163

165

基準年度比 2021年

2024年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目 （基準値)

88.5

67,619 33,805
ｍ3 76,310 75,547

（目標）

30,673

99% 128%

基準年度比 2021年 99% 179%

2,969kg-CO2灯油による二酸化炭素削
減

10

kg-CO2

基準年度比 2021年

産業廃棄物の削減（混
合）

158

基準年度比

106.3

2021年

0.388 0.388

省エネ+ハイブリッド車+再エネ電力

中部電力ミライズ

1,797,487

162

中部電力ミライズ

163水使用量
　産業廃棄物排出量

125

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量

単位 2021年 2022年 2023年

39,136
電力による二酸化炭素削
減

基準年度比 128%

kWh 39,136

143

10.6
化石燃料 電力 対　策

中部電力ミライズ
0.388

省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力
2050年 0 0

主な環境負荷の実績

74,021

90%

基準年度比 2021年 98% 167% 98%

49%

㎥
143

97%

90%

97%

2,909

0.023

34,991

0.009

99,443
160

2025年

94%
0.992021年
85%

275

評
価

1,020,420

項　目

省エネ+太陽光発電+電気自動車+再エネ電力

化学物質の適正管理

0
9.02現在

0.98

165

基準年度比

162
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 91,266 90,353 118,278 100,468

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 85,523 84,668

（目標）

97%

2,939

2021年 2023年
（実績）

102,518

275

二酸化炭素総排出量

165

環境に配慮した工事の推
進

160
131

水道水の削減 143

2021年 99% 108%
132

97%98%

161

0.023 0.023

30,366
99%

0.009

0.97

行動目標（次項による）

98% 97%
0.023

82,957

（目標）

97%

環境経営目標及びその実績

kWh/千円

36,073 35,712

2021年

売上高原単位

35,352

0.041
13,996 13,856 15,185

kg-CO2/千円 0.009 0.009

0

100

200

2021年 現在 2030年 2050年

CO2排出量（ｔ-ＣＯ２）
化石燃料 電力
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数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2023年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2023年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2,621

0

2,352

0 0 0

0

取組結果とその評価

2,174 2,228 2,6342,828

0 0

11月9月8月7月6月

【評価】支店の使用量は減少したが、本社の使用量が多い。年間を
通して何処の使用量が多いのかを究明する必要がある。

【次年度の目標及び計画】
（目標）13716kwh
（計画）中部電力に電気料の相談をし、削減方法を検討していく。

・作業・業務の見直しによる効率化 △

数値目標

・不要照明の消灯 ○

○・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・働き方見直しによる残業時間の短縮 △

000

11月 3月

0 0

【評価】冬は外から戻った時、寒くない様ストーブをつけたままに
することがある。現在使用中のストーブは古い為、最新ストーブ
（省エネタイプ）を検討してみる。
【次年度の目標及び計画】
（目標）2939L
（計画）冬期の暖房について温度管理を適正に実施する。

36 218 634

12月 1月 5月2月 4月

634

258

178 00 0

0

0

2,825

8月 9月 10月

0

達成状況

・暖房の適正管理

2,692

6月 7月

2,362

✕

2,488

数値目標

2,1374,199 3,284

5月4月3月

4,830

2,141 5,000

1月

3,2762,656 3,804 2,7662,425

2月12月

0 0

0

達成状況

10月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

3,804

3,828 5,518

✕

取り組み計画 達成状況

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の目標及び計画

原単位目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容

✕

342 33928

達成状況

0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

928

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 3月 4月 5月

電力（kWh） 2021年 2023年

0

200

400

600

800

1,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

灯油（L） 2021年 2023年

取組期間10月～3月

取組期間10月～3月
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取組紹介欄

2021年

2023年

取組紹介欄

2021年

2023年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2023年

8月
70 0 60

6月 7月

2,295

・分別の徹底

1,654 1,733
1,492 2,120 2,453

1,016 1,039 1,002 977
1,091 1,020

△

1,525

・持込ごみの見直し

9月 10月

1,086

1,465

○

1,766

9月

△

達成状況
数値目標 ✕

・エリア別営業活動の見直し △

・エコドライブの徹底

1,758

・効率的なルートで配送 △

00
0 0

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○
・梱包材の再利用

7月

10月

0

5月1月

3,361 2,532
1,237

1,603

11月 12月

2,1611,9521,941

5月
0

0 3,839 1,478
2,186 684

60 0 00145 35 00 35

数値目標 ✕

0

1,128

6月 7月 8月

905

12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,276

0 35 0

8月 9月6月 10月

3月 4月1月 2月

【評価】書類内容確認時、PC画面で出来る物は印刷しない様にす
る。
【次年度の取組】
（目標）162㎏
（計画）ペーパーレス化の推進を行う。

11月 2月 4月

972
1,014

1,115 1,356

3月

1,031 1,194

4月1月 2月 3月

2,747

00

971 1,204 1,419
861 967 1,041

○

11月 12月

【評価】基準年と比較して、使用量が増加した。受注量は減少して
いる為何が原因か究明する。
【次年度の取組】　　（目標）83812L
（計画）エコドライブ運転の徹底や暖機運転の短縮など実施する。

5月

573
7951,284

0

500

1,000

1,500

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

ガソリン（L) 2021年 2023年

0

2,000

4,000

6,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

軽油（L) 2021年 2023年

0

50

100

150

200

6月 7月 8月 9月 10月 11月 1月 2月 3月 4月 5月

一般廃棄物（kg） 2021年 2023年

取組期間10月～3月

取組期間10月～3月

取組期間10月～3月
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産業廃棄物の削減（混合）

取組紹介欄

2021年

2023年

建設副産物の再資源化率の向上

水道水の削減

・節水弁取り付け
・自動水栓取り付け 0

0 0

1,976 2,860 1,898

△

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

0

○

9月 10月

数値目標 ✕

数値目標 〇
・分別の徹底

達成状況

4,290

○

0

・再資源化先の開拓

0

12月

【評価】ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ｱﾙﾐ缶等を混合に入れず分別した為量が減少し
た。
【次年度の取組】
（目標）74783.8㎏
（計画）分別の推進を行う。

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・素材別ボックスの設置

1月11月 3月 4月
1,352 2,860

0
○

1,170 0 2,080

達成状況

〇

0

7月 8月

数値目標

3,926 520

・トイレに擬音装置取り付け

0

5,27856,810 2,4961,534 0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5466,0064,841 3,250 1,040
0

2,652

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月

達成状況

【評価】ほぼ目標は達成できた。
【次年度の取組】
（目標）90％
（計画）焼却や埋め立てのリサイクル化を行う。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

【評価】宿舎の利用が無くなった為、使用量が減少した。
【次年度の取組】
（目標）160㎥
（計画）常に無駄が無いように注意をしていく。

2,730
2月

△
・リサイクル業者の開拓

5月

0

20,000

40,000

60,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

産業廃棄物（混合）（㎏） 2021年 2023年

取組期間10月～3月
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取組紹介欄

2021年

2023年

化学物質の適正管理

環境に配慮した工事の推進

課題を解決しチャンスを活かす取組

9月

20 1

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容
【評価】大体できた。
【次年度の取組】
（目標）
（計画）項目ごとに取り組む。

・SDSの管理 ○
0

【評価】大体できた。
【次年度の取組】
（目標）
（計画）項目ごとに取り組む。

・企業PRによる顧客獲得 ○
・事業拡大のための資金調達、人材確保 ○

0

達成状況

0 30
1

10月
18

6月 7月

・工事の効率化 ○
・作業ミスの防止

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・技術の継承

・新製品・商品開発 ○
・働き方改革 ○

・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実施）
○

0 0

2

○

○
・顧客クレーム削減

達成状況

数値目標 0%

8月
24 2 34

取組結果とその評価、次年度の取組内容

15 2 29 2 21 3 18

1月 2月 5月3月

0 0

・現在のところ化学物質は使用していません。

22
11月

0 24 0 30 17
12月 4月

0

10

20

30

40

6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

水道水（㎥） 2021年 2023年取組期間10月～3月
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＜本社＞

＜支店＞

各事業所の取組紹介

【 ペットボトル・アルミ缶・スチール缶の分別 】

【 エコカーの購入（プリウス） 】

【 照明器具をLED化 】

（ 事務所内 ） （ 玄関 ）
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

建設重機
建設重機

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容： 消火訓練

■評価： 予定どおり実施できた。問題ありませんでした。 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 廃棄物の分類
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容： 廃棄物の適切な分類

■評価： 問題ありませんでした。 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

解体工事、建設副産物

緊急事態対応の試行・訓練

消防法（危険物） 危険物の保管
フロン排出抑制法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

業務用空調機

今堀、三島、福田、小林
2024/5/13　13：30～14：00 野村建設㈱支店

外部からの苦情はありませんでした。（2023年6月～2024年5月）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

油類

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁法

建設リサイクル法

2024年4月30日 野村建設㈱管理センター
今堀、三島

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
適用される法規制

廃棄物処理法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

【 水消火器による消火訓練 】
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環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更なし
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

　そのための支援は惜しみません。社員全員の取り組みで「持続可能な社会」を実現する会社を目指します。

　次年度は削減できるよう計画しなければなりません。

【組織を取り巻く経済環境】

・コロナが5類に移行し1年以上が経過し、経済活動も以前の水準に戻りつつあります。しかし、活動が活発化するということは

　人が動き多くのエネルギ－を消費するということになります。2021年登録の「長野県SDGS推進企業」、そして2023年の

　エコアクション21の登録認証と続き、省エネ目標を掲げる企業として最小限のエネルギ－コストで最大限の結果が出せるよう

　引き続き努力して参ります。

【企業の目指すべき姿】

・弊社の経営理念にある、野村建設株式会社の社員一人一人が地域社会発展の「原動力」となることを通じて、SDGSの理念で

　ある「誰一人取り残さない持続可能な社会づくり」をこの地域で実現するために、さまざまな取り組みを引き続き進めていき

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

【目標・計画の達成状況】

・前年度（基準年）と比較して二酸化炭素排出量や廃棄物・水使用量が増加しています。この為削減目標は未達成となりました。

　受注した工事等の内容により使用量が増加した可能性はありますが、エコアクション21の活動により原因究明と対策を講じ

　ます。そのためにはもっと社員の皆さんにエコアクション21の趣旨を伝え教育し、能動的に行動できる人を育てます。

昨年度エコアクション21に初めて取り組みましたが下がると
思っていた数字が下がりません。なかなか難しいなぁと残念な

思いです。実際、社員さんへの浸透力がまだまだ足りてません。

言葉と文章の力で、もっともっと聞いてもらって見てもらう工夫

をしていこうと決意したのでした（Ｒ）

太陽光発電施設を設置し、

再生可能エネルギーの普及に貢献しています。
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